
〔学齢児童生徒に係るもの（※１）〕

特別支援教育の対象の概念図
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（※１）この図に示した学齢（６才～１５才）の児童生徒のほか、就学前の幼児や高等学校に在籍する生徒で何らかの障害を有する者についても、特別支援教育の対象である。

（※２）この数字は、担任教師に対して行った調査に対する回答に基づくものであり、医師の診断によるものでない。
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